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県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（fukuren@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

県中・県南
棚倉町商工会

浜通り
広野町商工会
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【事業所紹介】
　HaRiYa（株）は、社長の父が
30年近く営んできた鍼灸整骨
院を令和6年に後継者が引き
継いで立ち上げた会社です。
　一般的な怪我に対する施術
はもちろん、スポーツ外傷/障害の分
野に深く精通していることから地元
の学生にも人気があり、院内は賑や
かなことが多いです。
　そして、社長の代になって新たに
始まった事業が「美容」を目的に鍼
灸の施術を行う“美容鍼灸”。顔全体
のたるみやフェイスラインの悩みに
対して即効性があり、安全性も高いため都市部を中心に人
気が高まっている施術です。

【商工会の支援内容】
　「遺品整理業」という新たな
サービスを展開したいとの相談
があったため、持続化補助金を
活用した看板設置やチラシ制作
による販路拡大を提案しました。
　まずは、専門家による遺品整
理の市場規模や競合他社の現状
と業務内容、価格設定などにつ
いて具体的なアドバイスをいた
だいたうえで自社の強みを再確
認し、サービス内容や顧客ター
ゲットを明確にして事業計画を
策定、申請支援を行いました。そ
して、採択となり、遺品整理の看
板を設置し、制作したチラシは
広野町及び楢葉町と富岡町内に
DMや新聞折り込みで周知しま
した。また、役場や葬儀屋さんに
も積極的に営業活動を展開した
ところ、早速、地域住民から問い
合わせが入りました。お客様と現
場で打ち合わせをして指定場所の作業を進めていくと不用
品の処分などで追加発注をいただくことも増えており、さら
に、本業のサッシ関連の発注をいただくなどの波及効果も
生まれております。
　何よりもこの地域に同業者がいないことが最大の強みで
あり、「価格設定も良心的で地元の人なので安心して任せら
れる。」とお客様から直接、喜びの声をいただくことが嬉し
く、口コミで広がりつつあることも実感でき、着実に新規顧
客を拡大しております。

【今後の目標】
　今後は、「遺品整理業」をメインとした事業拡大を展開し
ながら、「便利屋」としての役割も少しずつ果たしていきた
い。そして、先代が築きあげ
てきた信頼と実績をさらに
積み重ね、当社がこの地域
でなくてはならない唯一無
二の存在になることが目標
です。

【事業所紹介】
　当社は先代の夫が昭和62年に広野町で「サッシ業」を立
ち上げ、平成23年3月の東日本大震災以降は特に復興需
要による建設会社の下請工事や家屋修繕などのリフォーム
やエクステリア工事、さらには「便利屋」として草刈りや植
木剪定、片付けなど住民の困りごとのサービスにも対応し、
お客様のニーズに応えていく中で地域での信頼と実績を
築き上げてきました。
　広野町はここ数年の間に住民帰還が進みましたが、復興
需要の落ち着きとともに建築工事の受注も大幅に減少して
きたこともあり、先代は「これからサッシ業界は厳しくなる
から、広野町にないものを探せ。自分で考えろ。」との遺言
を残して令和4年1月に逝去し、事業承継に至りました。
　将来に向けて事業を継続するために何ができるのか家
族で模索する中、後継者の三男が「遺品整理士」の資格を
取得。
　そして、今後の事業拡大を図るため、「遺品整理業」とい
う新たなサービスを開始しました。

　社長は国家資格に加え、県内初の
「JMCAA立体造顔美容鍼上級技
術マスター」の認定を取得。最上級
の美容鍼灸が近場で受けられると
あって、地元の女子たちがざわつき
ました。実際に体験したお客様のリ
ピートも増えています。

【商工会の支援内容】
　整骨院の常連さんからの口コミがきっかけで、当時代表
だった社長のお父さんからご相談をいただきました。「家業に
入った息子が美容鍼をやると言っているので、専用の施術室
を作るのに良い補助金はないだろうか」という内容でした。ヒ
アリングを進めたところ、『事業再構築補助金』に乗せられそ
うだと判断し、事業計画策定を支援。無事、採択に至りました。
　しかし、交付決定までの手続きに想定以上の時間がかかる
ことがわかり、代表の判断で補助金に頼らず院内に個室を整
備することに。コストを抑え、スタッフの休憩スペースを泣く泣
く犠牲にする形で美容鍼灸はスタートします。
　その後、美容鍼灸の認知を広めるため商工会の『デジタル
活用セミナー＆専門家相談』に参加。3回の個別相談の中で
実践的なサポートを行いました。また、『持続化補助金』を活
用して鍼との相乗効果が得られる最先端の美容機器を導入。
美容施術の顧客満足を高めるとともに、販路開拓と生産性向
上に繋がりました。
　後継者の頑張りもあり院全体の収益が大幅に伸びたこと
から、専門家派遣制度を活用して税務と法人化について税理
士先生に指南を仰ぎました。結果的に当初のイメージよりも
早く会社設立を進めることになり、令和6年5月に「近藤はり
きゅう整骨院」と「美容鍼灸HaRiYa」の2つの屋号を有する、
“HaRiYa株式会社”が誕生しました。

【今後の目標】
　今後は、町の創業者向け補助金を活用しながら、院の新しい
看板の制作や本格的なホームページの立ち上げなどに取り組
んでいく計画です。
　さらには、美容鍼灸の確かな手ごたえを掴んだので、「HaRiYa

（株）」の郡山地区への2号店進出にチャレンジし、マーケティ
ング戦略を商工会さんと一緒にまた考えていきたいです。

HaRiYa 株式会社
代表取締役　近藤　宏樹 氏

サッシ屋から遺品整理のプロへ
故人への思い出を大切に、地元の信頼に応えます！

〜健康と“美容”に寄り添う〜
30年続く鍼灸整骨院の新たな変革！

新妻ガラス建窓
新妻　敦子 氏
住 所　〒979ｰ0406
	 福島県双葉郡広野町上浅見川字南山99ｰ120
連 絡 先　TEL・FAX：0240ｰ27ｰ4543
営業時間　8：00～17：00
定 休 日　不定休

住 所　〒963ｰ6131
	 福島県東白川郡棚倉町棚倉字西中居22ｰ1
連 絡 先　TEL：0247ｰ33ｰ3500
営業時間	 9：00～18：45
	 （美容鍼灸は完全予約制）
定 休 日	 日・祝日
U R L　	https://r.goope.jp/hariya8/
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だより青年部

だより女性部 第25回商工会女性部全国大会inみえ
海あり山あり、ええとこやで三重

～美し国へようこそ、心を込めておもてなし～

〇令和6年度商工会青年部女性部トップセミナーⅡ
　10月3日（木）、郡山市「ホテルハマツ」にて、令和6年度
商工会青年部女性部トップセミナーⅡが開催されました。
　本セミナーでは、主張発表福島県大会で最優秀賞を
受賞された、飯野町商工会青年部の髙野晴輝さんと、大
玉村商工会女性部の中條弥朱さんお二人にご登壇いた
だき、それぞれの発表を青年部女性部参加者同士が聞
き、意見を交わす有意義な場となりました。
　その他には、福島県環境共生課によるカーボンニュー
トラルに関する取組についての説明や、デザイナー吉野
敏充氏による基調講演が行われました。

〇部員交流事業（ドッヂビー大会）
　11月2日（土）、川俣町「川俣町体育館」に
て、部員交流事業（ドッヂビー大会）を開催し
ました。
　当日は60名を超える参加者が集まり、地
区ごとにチームを編成して対抗戦を実施、見
事会津地区が優勝を飾りました。
　夜には交流会を開催し、コロナ禍で制限
されていた地域の枠を超えた交流を深める
貴重な1日となりました。

　第25回商工会女性部全国大会が令和6年10月23日
（水）～24日（木）に三重県総合文化センターにおいて開催
されました。全国から2,000名を超える方が参加し、商工会
女性部の結束を強く印象付ける大会となりました。
　大会セレモニーで行われた「まち（地域）づくり顕彰」では、
三島町商工会女性部が平成27年から行っている「夕市」の事
業が高く評価され、東北北海道ブロック代表として受賞いたし
ました。

　第1部の主張発表大会では、各ブロック
の予選を勝ち抜いた6名の代表者が表現
豊かに発表され、非常にレベルの高い大会
でした。最優秀賞には岩手県西和賀商工会
女性部の髙橋由紀子氏が輝きました。
　第2部では、中華まん・あずきバーなど
で知られる井村屋グループ株式会社の代
表取締役会長（CEO） 中島伸子 氏による

「壁の鍵」と題した基調講演が行われま
した。
　大会を通じて部員同士の交流や資質向上
が図れた大変有意義な時間となりました。

主張発表結果
最優秀賞 東北・北海道ブロック（岩手県）

優秀賞 中国・四国ブロック（香川県）

優秀賞 九州ブロック（長崎県）

優秀賞 中部ブロック（富山県）

優秀賞 近畿ブロック（兵庫県）

優秀賞 関東ブロック（長野県）
※優秀賞は発表順
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く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、震
災
と
原
発
事
故
か
ら
間
も
な

く
十
四
年
が
経
過
す
る
中
、避
難
地
域
で

は
、四
つ
の
町
に
認
定
さ
れ
た
全
て
の
特
定

帰
還
居
住
区
域
に
お
い
て
除
染
・
解
体
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、県
産
農
産
物

の
輸
出
量
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、県
内
へ

の
移
住
者
数
も
過
去
最
多
を
更
新
す
る
な

ど
、こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
挑
戦
の
成
果

が
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、廃
炉
と
汚
染
水
・
処
理
水
対
策

を
始
め
と
し
た
原
子
力
災
害
に
伴
う
様
々

な
課
題
に
加
え
、急
激
に
進
む
人
口
減
少

な
ど
、依
然
と
し
て
困
難
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、長
い
戦
い
と
な
る
本
県
の
復
興

と「
福
島
な
ら
で
は
」の
地
方
創
生
を
成
し

遂
げ
る
た
め
に
は
、今
後
も
挑
戦
を
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
・
再
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
七
年

度
が
最
終
年
度
と
な
る
第
二
期
復
興
・
創

生
期
間
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
な
が

ら
、
復
興
の
進
捗
に
伴
っ
て
生
じ
る
新
た

な
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
い

く
と
と
も
に
、被
災
者
の
生
活
再
建
や
事

業
・
生
業
の
再
生
、
帰
還
に
向
け
た
環
境

整
備
な
ど
の
課
題
に
着
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
急
激
な
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
い

か
に
緩
や
か
に
し
て
い
く
か
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、様
々
な
主
体
と
危

機
感
を
共
有
し
な
が
ら
、出
会
い
・
結
婚
か

ら
妊
娠
・
出
産
、子
育
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
の

「
自
然
減
対
策
」と
、県
内
で
働
く
魅
力
を

発
信
し
、若
者
の
県
内
定
着
・
還
流
を
図
る

取
組
や
移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
の「
社
会

減
対
策
」の
両
面
か
ら
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
四
月
か
ら
は
、
プ
レ
D
C
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。来
年
の
本
番
に
向
け
た

機
運
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、多
く
の
皆
様

に
、本
県
の
様
々
な
魅
力
と
復
興
に
向
け
て

力
強
く
歩
み
続
け
る
福
島
の
今
を「
見
て
」

「
食
べ
て
」「
感
じ
て
」い
た
だ
け
る
よ
う
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、県
民
の
皆
様
と
共
に
、挑
戦
を

続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
御
支

援
、御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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専門家に聞く

ワンポイントアドバイス経 営
後継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお考えの方と、
創業や事業拡大等に向けて「事業を譲り受けたい」とお考えの方をつなぐ、
マッチングサービス「事業承継マッチング支援」を提供しています。

日本公庫 事業承継マッチング 検 索

「続けたい」と「始めたい」をつなげる。

小規模事業者の方のご利用が中心

事業を受け継いで創業される方も対象

専門担当者によるサポート

無料のサービス

１

２

４

５

事業承継マッチング支援の５つの特徴

こちらの二次元コード
からもご覧いただけます。

オープンネーム（実名）による後継者探しも実施３
福島⽀店（国⺠⽣活事業）
〒960-8031 福島市栄町6-6（福島セントランドビル）
Tel:024-523-2341

いわき⽀店（国⺠⽣活事業）
〒970-8026 いわき市平字菱川町1-5
Tel:0246-25-7251

会津若松⽀店（国⺠⽣活事業）
〒965-0878 会津若松市中町2-35
Tel:0242-27-3120

郡⼭⽀店（国⺠⽣活事業）
〒963-8005 郡⼭市清水台1-6-21(⼭相郡⼭ビル）
Tel:024-923-7140

　

①
原
価
か
ら
販
売
価
格
を
決
め
る
…
原

価
を
把
握
し
、原
価
率
の
設
定
を
す
る
。こ

れ
ま
で
の
原
価
率
が
三
〇
%
で
あ
れ
ば
、価

格
高
騰
し
た
原
価
を
三
〇
%
に
な
る
よ
う

に
販
売
価
格
を
設
定
し
ま
す
。

　

②
コ
ス
ト
プ
ラ
ス
法
…
こ
ち
ら
は
い
く
ら

利
益
を
出
す
か
を
優
先
設
定
し
、そ
こ
に
原

価
を
足
し
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
方
法
は
原
価
の
み
を
考
慮
す

る
の
で
、経
費
全
体
の
割
合
を
配
分
す
る
こ

と
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

価
格
転
嫁
に
は
ま
ず
、原
価
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
、人
件
費
や
経
費
も
ど
れ
だ
け

上
が
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
ね
。

　

製
造
業
・
建
設
業
な
ど
の
業
種
で
は
、原

価
や
経
費
を
可
視
化
さ
せ
、交
渉
す
る
方
法

が
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
会
員
さ
ん
の
多
く
は
地
域
へ
の
思

い
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。今
ま

で
支
え
て
き
て
く
れ
た
お
客
様
へ
の
思
い
。

そ
ん
な
人
情
味
あ
る
考
え
方
は
、私
は
大
好

き
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、価
格
が
安
い
と
い
う
の
は
あ

る
種
の
強
み
で
あ
っ
て
も
、商
品
や
サ
ー
ビ

ス
、経
営
者
や
従
業
員
、お
店
全
体
の
価
値

を
下
げ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。み
な
さ
ん
の
本
当
の
価
値
が
伝
わ
れ
ば
、

お
客
さ
ん
に
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
は
ず

で
す
。価
格
転
嫁
に
お
悩
み
の
事
業
所
さ
ん

は
、是
非
、よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

商
工
会
会
員
の
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
、

福
島
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
湯
田
と
申
し
ま
す
。

　

最
近
は
商
工
会
会
員
さ
ん
・
職
員
さ
ん
に

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」の
認
知
も
少
し
ず
つ

広
ま
り
、相
談
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。日
頃

の
経
営
の
課
題
や
悩
み
の
解
決
に
向
け
て

事
業
者
様
に
寄
り
添
い
、時
に
は
商
工
会
職

員
さ
ん
と
同
席
で
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
や

き
っ
か
け
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」は
事
業
経
営
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
を
承
る
国
の
無
料

相
談
窓
口
で
す
。よ
り
専
門
性
の
高
い
相
談

に
お
い
て
は
、公
的
支
援
機
関
と
の
連
携
や

橋
渡
し
も
い
た
し
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
価
格
転
嫁
・

ど
う
やっ
て
値
段
を
上
げ
る
の
か
」で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、こ
こ
の

と
こ
ろ
物
価
が
高
騰
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

要
因
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
と
人
手
不
足
・
ロ
シ
ア
ウ

ク
ラ
イ
ナ
状
勢
に
よ
る
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
穀
物
等
の
原
材
料
価
格
の
高
騰
・
金
融
緩

和
に
よ
る
円
安
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

ど
れ
も
個
人
で
は
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

外
部
要
因
で
す
。

　

そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、価
格

転
嫁
・
販
売
価
格
の
変
更
で
す
。

　

原
価（
原
材
料
）が
上
が
り
、光
熱
費
、消

耗
品
等
す
べ
て
の
経
費
も
上
が
っ
た
中
で
、

売
上
が
同
じ
だ
と
し
た
ら
当
た
り
前
に
利

益
は
減
少
し
ま
す
。

　

さ
て
、そ
れ
で
は
ど
う
対
処
す
る
か
。

　

業
種
に
よ
っ
て
価
格
転
嫁
の
方
法
は
変

わ
っ
て
き
ま
す
が
、ま
ず
は
、小
売
店
や
飲
食

店
な
ど
顧
客
を
直
に
相
手
す
る
業
種
で
考

え
て
み
ま
す
。

　

最
近
よ
く「
価
格
を
上
げ
た
い
け
れ
ど
、

お
客
さ
ん
が
減
っ
て
し
ま
う
の
が
怖
い
」と

い
う
意
見
を
聞
き
ま
す
。値
段
を
上
げ
る
こ

と
へ
の
販
売
側
の
葛
藤
も
相
当
な
も
の
で

す
。だ
か
ら
こ
そ
、話
を
聞
い
た
後
に
、私
も

勇
気
を
出
し
て「
値
段
を
上
げ
れ
ば
必
ず
既

存
顧
客
は
減
り
ま
す
」と
言
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

松
下
幸
之
助
の
言
葉「
現
状
維
持
は
退
化

な
り
」時
代
が
変
化
し
て
い
る
と
き
に
現
状

を
守
ろ
う
と
思
っ
て
も
後
退
・
衰
退
し
て
い

く
の
み
で
す
。覚
悟
を
決
め
て
値
段
を
上
げ

る
決
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

図
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、四
〇
〇
円
だ
と

四
五
〇
個
売
れ
る
。六
〇
〇
円
だ
と
三
五
〇

個
売
れ
る
。九
〇
〇
円
だ
と
二
五
〇
個
売

れ
る
商
品
が
あ
り
、ど
の
ケ
ー
ス
で
一
番
売

上
が
確
保
で
き
る
か
わ
か
り
ま
す
。価
格
に

よ
っ
て
、顧
客
は
減
少
し
て
も
利
益
額
が
増

え
る
値
段
設
定
が
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、現
場
で
は
ど
う
上
げ
る
か
。方
法

を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

福島県よろず支援拠点
コーディネーター

湯田　晋介

価
格
転
嫁 

～
ど
う
や
っ
て
値
段
を
上
げ
る
の
か
～ケース①　400円で450個売れる＝180,000円

ケース②　600円で350個売れる＝210,000円

ケース③　900円で250個売れる＝225,000円

令和6年度 価格交渉・価格転嫁の実施状況に関する
アンケート調査 御協力のお願い

　県内企業の皆様の物価・燃料価格高騰の影響や価格転嫁の実態、価格交
渉の成功事例や課題等をお伺いするため、昨年度に引き続きアンケート
調査を実施しますので、御協力をお願いします。
　御多忙と存じますが、オンライン又は調査票により御回答くださるよう
お願いします。
　なお、調査結果は、令和7年3月下旬に福島県ホームページにて公表す
る予定です。

福島県商工総務課

オンラインで回答する場合は
以下より入力をお願いします

福島県商工労働部商工総務課　主査　坂本
電話：024－521－7270　　E-mail：sakamoto_hisashi_02@pref.fukushima.lg.jp

●パソコンの場合は、以下のＵＲＬから
https://x.gd/k1Vls

●スマートフォンの場合は、
右の二次元バーコードから

本アンケートについての問合せ先

令和7年

1月31日㊎

回答期限回答期限
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INPIT 福島県知財総合支援窓口

TEL 024－963－0242
一般社団法人福島県発明協会

知財のことならご相談ください
（相談・支援は無料です）

特　許

意　匠

商　標

著作権

 
 

 
 
 
 
 
 

 

Vol.407

発
行
／
福
島
県
商
工
会
連
合
会
　
　
発
行
責
任
／
金
子
　
市
夫
　
　
〒
9
6
0

ｰ

8
0
5
3
　
福
島
県
福
島
市
三
河
南
町
1
番
20
号（
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
9
Ｆ
）

0
2
4（
5
2
5
）3
4
1
1
　
　
0
2
4（
5
2
5
）3
4
1
3
　
　fukuren@

do
-fukushim

a.o
r.jp

　
　https://w

w
w
.f.do

-fukushim
a.o
r.jp/ News Clipは循環型社会の実現を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。

令
和
七
年
一
月
一
日

News Clip　8


